






































































































































































内訳としては、SSH 指定校が71校、SGH 指定校が11校、SSH/SGH 両方の















郵送日 配布校数 回収校数 回収率
2015年９月５日 262 86 32.8％
先進校向けアンケート
郵送日 配布校数 回収校数 回収率






























































情報科学 35.7％（25） 7 41.0％（34） 8
医学 5.7％ （4） 19 8.4％ （7） 19
栄養・食文化 50.0％（35） 3 42.2％（35） 7
地理学 27.1％（19） 9 32.5％（27） 10
環境学 24.3％（17） 11 36.1％（30） 9
哲学 4.3％ （3） 20 12.0％（10） 17
文学・言語学 35.7％（25） 7 26.5％（22） 12
史学 47.1％（33） 4 24.1％（20） 13
法学 11.4％ （8） 16 12.0％（10） 17
政治学・経済学 15.7％（11） 14 21.7％（18） 14
経営学 7.1％ （5） 17 7.2％ （6） 20
社会学 14.3％（10） 15 18.1％（15） 15
心理学・教育学 18.6％（13） 13 18.1％（15） 15
数学 45.7％（32） 6 74.7％（62） 4
物理学 47.1％（33） 4 88.0％（73） 3
天文学・地学 27.1％（19） 9 65.1％（54） 5
化学 58.6％（41） 2 89.2％（74） 2
工学 7.1％ （5） 17 28.9％（24） 11
生物学 68.6％（48） 1 90.4％（75） 1




























理数科 6.9％ （5） 8.1％ （6）
他授業 18.1％（13） 51.4％（38）
クラブ 8.3％ （6） 0.0％ （0）
課外 2.8％ （2） 4.1％ （3）
その他 5.6％ （4） 8.1％ （6）
表６　探究のねらい
ねらい 一般（78校） 先進（85校）
学会での受賞等、実績 0.0％ （0） 1.2％ （1）
高度な探究能力の育成 24.4％（19） 74.1％（63）
学習への動機づけ 23.1％（18） 9.4％ （8）
進路意識の涵養 32.1％（25） 4.7％ （4）


























項目 一般（71校） 先進（81校） χ２値 p値
探究専門の分掌 42.3％（30） 81.5％（66） 25.02 0.000＊＊
PDCAサイクル 47.9％（34） 79.0％（64） 16.00 0.000＊＊
校務としての連絡会 47.9％（34） 87.7％（71） 28.01 0.000＊＊
校務としての研修会 12.7％ （9） 40.7％（33） 14.90 0.000＊＊
オリジナル教材 9.9％ （7） 16.0％（13） 1.27 0.260 n.s.
オリジナル指導書 0.0％ （0） 11.1％ （9） 8.39 0.004＊＊
活動報告書 22.5％（16） 45.7％（37） 8.92 0.003＊＊
共通の学習目標 49.3％（35） 70.4％（57） 7.03 0.008＊＊
学習プロセス 49.3％（35） 60.5％（49） 1.92 0.166 n.s.
外部の助言者 33.8％（24） 67.9％（55） 17.62 0.000＊＊
授業の記録 57.7％（41） 63.0％（51） 0.43 0.512 n.s.




























































































































































































































































ののみ　探究の PDCA サイクル確立　校務としての担当者間連絡会 
探究に関する校務としての研修会　学校オリジナルの探究教科書　
学校オリジナル探究指導書　定期的な探究報告書発行　※ SSH/SGH等、
助成機関への提出義務のあるもの以外　探究についての校内で共有され
た明確な学習目標　探究のためのカリキュラム・学習プロセス　外部
の助言者　※ SSH/SGH等の場合、助成機関が求める外部評価者以外　
授業毎の記録　探究の明確な評価基準
問８　探究に参加生徒の没頭の度合い（５件法）　①生徒の大半が探究活動
に没頭している　②生徒の大半が探究活動にどちらかといえば没頭してい
る　③没頭している生徒もいれば、そうでない生徒もおり判断がつかない 
④生徒の大半が探究活動にどちらかといえば没頭していない　⑤生徒の大
半が探究活動に没頭していない。
問９　探究成果物（レポート、ポスター、発表スライド等）についての評価
（５件法）①生徒の成果の大半が探究成果として満足である　②生徒の成
果の大半が探究成果として、どちらかといえば満足である　③満足のいく
探究成果もあれば、そうでないものもあり判断がつかない　④生徒の成果
の大半が探究成果として、どちらかといえば満足ではない　⑤生徒の成果
の大半が探究成果として、満足ではない。
問10　自校の探究に関する課題。次のうちから上位５つを選択。①探究活動
の高度化　②探究活動の多様化　③大学とのネットワークの構築　④他校
とのネットワークの構築　⑤探究活動の指導者育成　⑥校内での円滑な探
究活動運営システムの構築　⑦学校オリジナルの探究活動カリキュラム作
成　⑧学校オリジナルの探究活動教材作成　⑨探究活動に理解ある人材の
確保　⑩その他
　本調査は、2015年度　公益財団法人　博報児童教育振興会　第10回　児童
教育実践についての研究助成「『大学博物館式探究活動プログラム』の開発
と試行」（代表者　蒲生諒太）により助成を受けました。同財団には心より
感謝申し上げます。また、研究に協力してくださった各校管理職・ご担当の
先生方には深謝申し上げます。
